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Abstract 本稿では取引コスト・モデル(経済学)を応用して,「ネットワーク型産業組織・企業間関係」の下

での「中小企業問題」を論じる。中小企業による「戦略的提携」あるいは,その全体像としての「
ネットワーク型産業組織・企業間関係」というときには,中小企業全般の研究開発力・マーケティ
ング力・経営管理力の向上や,新しい企業間関係が積極的に評価される。しかしながら,「ネットワ
ーク型産業組織・企業間関係」の下での「中小企業問題」の解明は,十分になされているとはいえ
ない。そこで,ここでは,上に述べたような「積極評価」と「問題性」との双方を視野にいれた新し
い分析を試みる。そして,中小企業分野を中心に,「技術の専有可能性」(技術の模倣されにくさ)と
「補完資産」(開発技術・製品から利益を得るために必要な,補完的製造技術,販売網など)という2つ
の概念を用いて,イノベーションと企業間関係の関連を分析し,結論として,「ネットワーク型産業
組織・企業間関係」の下でも「問題」が無くなったわけではなく,「新しい」問題,すなわち「技術
取り引き」に関わる問題が生じうることを示し,今後,予想される傾向として,次の諸点を示す。(1)
中小企業経営戦略の一貫として,「技術の専有可能性」を高める戦略,すなわち他企業の追随を許さ
ないような「ダントツ技術」の開発戦略や知的財産権・特許管理戦略がますます重要になる。(2)
中小企業分野でも,「技術取引の適正化」という(独占禁止政策上の)課題の重要性が高まる。(3)「
ネットワーク型産業組織・企業間関係」の下での「企業規模間格差」問題というときも,「企業規
模」の基準は単なる従業員や資本金の大きさではない。従業員や資本金の大きさは,本稿で考察し
てきた「技術の専有可能性」向上や「補完資産」獲得の上での有利・不利を左右して初めて意味
を持つ。
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